
教誨 月の立つ林で
著者名：柚月裕子 著者名：青山美智子

女性死刑囚の心に迫る本格的長編犯罪小説！ 　 幼女
二人を殺害した女性死刑囚が最期に遺した言葉――「
約束は守ったよ、褒めて」　 吉沢香純と母の静江は、
遠縁の死刑囚三原響子から身柄引受人に指名され、刑
の執行後に東京拘置所で遺骨と遺品を受け取った。響
子は十年前、我が子も含む女児二人を殺めたとされた
。香純は、響子の遺骨を三原家の墓におさめてもらう
ため、菩提寺がある青森県相野町を単身訪れる。香純
は、響子が最期に遺した言葉の真意を探るため、事件
を知る関係者と面会を重ねてゆく。

長年勤めた病院を辞めた元看護師、売れないながらも夢を
諦めきれない芸人、娘や妻との関係の変化に寂しさを抱え
る二輪自動車整備士、親から離れて早く自立したいと願う
女子高生、仕事が順調になるにつれ家族とのバランスに悩
むアクセサリー作家。つまずいてばかりの日常の中、それ
ぞれが耳にしたのはタケトリ・オキナという男性のポッド
キャスト『ツキない話』だった。月に関する語りに心を寄
せながら、彼ら自身も彼らの思いも満ち欠けを繰り返し、
新しくてかけがえのない毎日を紡いでいく―。最後に仕掛
けられた驚きの事実と読後に気づく見えない繋がりが胸を
打つ心震える傑作小説。本屋大賞２年連続第２位。

方舟 汝、星のごとく
著者名：夕木春央 著者名：凪良ゆう

大学時代の友達と従兄と一緒に山奥の地下建築を訪れ
た柊一は、偶然出会った三人家族とともに地下建築の
中で夜を越すことになった。翌日の明け方、地震が発
生し、扉が岩でふさがれた。さらに地盤に異変が起き
、水が流入しはじめた。いずれ地下建築は水没する。
そんな矢先に殺人が起こった。だれか一人を犠牲にす
れば脱出できる。タイムリミットまでおよそ１週間。
生贄には、その犯人がなるべきだ。―犯人以外の全員
が、そう思った。

「流浪の月」で本屋大賞を受賞した凪良ゆうの2年ぶ
りの長編作。人の心情をぐいぐいと書き込んでいくの
が作者の真骨頂。読む者に時に息苦しくなるほどの切
なさを与えつつも、登場人物とともに成長していって
いるような錯覚におちいる。作者の非凡な表現力によ
り、恋愛小説の新たな可能性を感じずにはいられない
。

しろがねの葉 光のとこにいてね
著者名：千早茜 著者名：一穂ミチ

戦国末期、シルバーラッシュに沸く石見銀山。天才山
師・喜兵衛に拾われた少女ウメは、銀山の知識と秘め
られた鉱脈のありかを授けられ、女だてらに坑道で働
き出す。しかし徳川の支配強化により喜兵衛は意気阻
喪し、庇護者を失ったウメは、欲望と死の影渦巻く世
界にひとり投げ出された―。繰り返し訪れる愛する者
との別れ、それでも彼女は運命に抗い続ける。

『スモールワールズ』を超える、感動の最高傑作たった
１人の、運命に出会った古びた団地の片隅で、彼女と出
会った。彼女と私は、なにもかもが違った。着るものも
食べるものも住む世界も。でもなぜか、彼女が笑うと、
私も笑顔になれた。彼女が泣くと、私も悲しくなった。
彼女に惹かれたその日から、残酷な現実も平気だと思え
た。ずっと一緒にはいられないと分かっていながら、一
瞬の幸せが、永遠となることを祈った。どうして彼女し
かダメなんだろう。どうして彼女とじゃないと、私は幸
せじゃないんだろう……。運命に導かれ、運命に引き裂
かれるひとつの愛に惑う二人の、四半世紀の物語

地図と拳 クロコダイル・ティアーズ
著者名：小川哲 著者名：雫井脩介

「君は満洲という白紙の地図に、夢を書きこむ」日本
からの密偵に帯同し、通訳として満洲に渡った細川。
ロシアの鉄道網拡大のために派遣された神父クラスニ
コフ。叔父にだまされ不毛の土地へと移住した孫悟空
。地図に描かれた存在しない島を探し、海を渡った須
野…。奉天の東にある“李家鎮”へと呼び寄せられた
男たち。「燃える土」をめぐり、殺戮の半世紀を生き
る。

老舗の陶磁器店を営む熟年の貞彦・暁美夫婦は、近く
に住む息子夫婦や孫と幸せに暮らしていた。ところが
息子が何者かによって殺害されてしまう。犯人は、息
子の妻・想代子の元交際相手。被告となった男は、裁
判で「想代子から『夫殺し』を依頼された」と主張す
る。暁美は残された想代子を疑う。貞彦は、信じたい
と願うが…。家族への「疑念」を描く静謐なミステリ
ー！

おひとり2冊まで、2週間（新着本は1冊）借りられ

内容は「ＢＯＯＫ」データーベースより


